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地域福祉を考えるシンポジウム地域福祉を考えるシンポジウム


【左側写真の右から】杉山勝治氏（神山支会長）、北川登氏（朝日支会長）、小平明美氏（木曽川町支会評議員）、丹菊
佳代氏（ボランティアセンター運営委員長）の4人から地域における活動発表をしていただきました。「サロン活動」


「七夕飾り」「清掃活動」「募金」「福祉講演会」「広報紙の発行」「ボランティア活動」「ボランティアセンターの活動」等の
取り組み事例をお話しいただき、横のつながりや地域の活性化をしていかなくてはならないとの発表がありました。
【右側写真の左から】コメンテ－ターの近藤太康氏（民生児童委員会長連絡協議会副会長）、江口英機氏（西成連区


地域づくり協議会会長）、滝藤京子氏（市役所福祉こども部）、小川一典（社会福祉協議会事務局長）から「それぞれの
地域に合った活動が大事」「無縁社会の根絶」「予防に取り組む必要性」「地域やボランティアを含め総括的につなぐ事
が大事」とコメントをいただきました。


原田教授のまとめ
地域福祉は、一朝一夕にはできない。長い時間取り組んで、ようやく一歩前に出るもの。ここで取り組む
か否かで５年、１０年先に地域差がでてくる。今日は最初の一歩。皆様からのご意見を地域へ持ち帰って、
ぜひ“作戦会議”を開いていただきたい。


超高齢社会の進展、核家族化また地域の絆が低下する中で新たな福祉課題が生じている。それに
対応するためには行政や社会福祉協議会などの公的支援を中心としながらも、地域社会全体での支
え合い活動の取り組みを進めることが必要であり、当協議会としても「安心して・住みやすいまち・いち
のみや」を目指して関係機関と連携しながら事業展開をしていきたいとの話がありました。


　主な内容は、
①２０２５年問題。１０年後には７５歳から７７歳の方が増加。また、６５歳以上


の２割の方が要介護となる。あとの８割の方は、※健康寿命をどう延ばし
ていくか。これからの地域福祉は「予防に力を入れていく時代」


 
②要支援1・2に認定された方は、これまで介護保険の中でサービスを受けてきたが、今後は在宅のまま、地域で生活


ができるようにというのが今回の改正介護保険。中学校単位（一宮市では連区単位）で地域包括ケアシステムを作
り上げていくことが必要。このシステムは、生活上の安全・安心・健康を確保するために、医療や介護の他、福祉サー
ビスを含めた様々な生活支援サービスが日常暮らす場で適切に提供できるような地域における体制のこと。施設
入所できるのは、原則要介護3以上の方となるため、例えば、一人暮らしで認知症（要介護2）の方を地域で支えられ
るかどうか。


③右上三角図一番下の「環境醸成」の意味は、住民の福祉に対する意識のことで、これはお金をかけてもすぐに高め
ることができない。地域福祉は総合性をもっており、ご近所の目や偏見といった障壁を取り払いながら三角形の土
台となる「環境醸成」をしっかり築いていくことで、安定的な「直接対人援助サービス」「ケアマネジメント」の確保、さ
らには提供につながっていく。


今回のシンポジウムで改めて地域の特色を発見し、来場者の皆様と共有することができたことは、
今後の一宮の福祉をより高める上で大きなステップとなりました。 


◆会長あいさつ


◆基調講演 日本福祉大学 原田正樹教授


以上、地域福祉について、わかり易くお話をしていただきました。


◆パネルディスカッション（要旨）


昨年、１１月１７日に尾西庁舎６階大ホールにて、「地域福祉を考えるシンポジウム」を開催し
２１８名の皆様にご来場いただきました。


※健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。 


ボランティア紹介リレーボランティア紹介リレー
今回は、『私たちの庭の会』を紹介します。


　市の呼びかけにより、公園等の花壇を「自分たちの庭だと
思って管理しよう」と集まった花の大好きな人たちの集まりで
す。平成11年から活動しており、現在会員数は187名です。


昨年、全国花のまちづくりコンクール団体部
門において、奨励賞を受賞しました。15年間に
及ぶ会員の地道な取り組みの成果だと思います。
作業中「いつもきれいな花をありがとう」と


声をかけられることが嬉しく励みになります。


・自分の家では庭がほとんどないので、花の手入れができるのが楽しみです。
・孫も一生懸命やっているので、子供達と一緒に公園で活動できるのが嬉しいです。
・家の中で過ごすことが多いので、外に出る機会があるという事は、大切なことです。
・何事もしっかり根が張れる土（基礎）を作ることが必要です。


　多くの市民の方に、私たちの活動を知っていただき、仲間になれる方を募集
中です。みんなで一宮のまちを花でいっぱいにしていきましょう。


取材を終えて


　取材した日は、風が強く大変寒い日でした。みなさん朝早くか
ら活動を行い、土を耕し、こがねむしの幼虫退治の消毒を行い、
土に栄養を与えて土を整えるまで一時間余りで、すばやく行って
いました。
　手と体は動かしながら、でも口は楽しくおしゃべりもしながら
コミュニケーションをとり、本当に楽しんで活動されている姿
が、素敵でした。今後もこの素晴らしい活動が広がることを願っ
ています。
問合せ　一宮市役所公園緑地課　（℡28-8636）


12の支部があり、公園等と一宮駅前広場の花壇を管理して
います。土づくり・花のデザイン・日常の管理、それに市のイ
ベント等へ参加したり、研修会を開催したりしています。


第４回第４回


Q１．「私たちの庭の会」とは？


Q２．活動内容は？


Q３．活動を通じて感じたこと・嬉しかったことは？


Q４．活動している方の声


Q5．今後の活動について


子育てネット
ワーカー一宮


私たちの
庭の会


i ービル３階のシビックテラスから、
花壇の“いちみん”をぜひご覧ください。


この看板が目印です !!


平成 22 年 6 月から、一宮市でも運用が開始さ
れている「災害時要援護者支援制度」。


一宮市では、幸いにも制度を活用するような災
害は発生しておりませんが、いつ起こるか分から
ない災害に少しでも備えておく必要があります。


そこで、社会福祉協議会では登録者と支援者の
相互に顔の見える関係づくりの一環として、今年
度は 7 地区にご協力いただき、登録者宅を訪問す
る取り組みを実施しています。


防災プチ情報
～災害に備えての地域での取り組み～


顔の見える関係づくりが図られたのはもちろんのこと…
・登録が必要な方の掘り起し、新規登録につながった
・登録情報の変更届がされておらず、最新情報の把握ができた
・取り組みを通じて、防災意識の向上につながった


27 年度に向け、町会長さんをはじめとする支援者の交代
が予想されます。ぜひ、お住まいの地域でも平時からの取
り組みについて検討いただけると幸いです。


登録内容の変更確認
避難経路の確認　等支援者 登録者


訪　問


取り組みを通じての効果
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●担当編集ボランティア／日置雅夫・岩下茂子


ありんこは、平成 11年 1月に視覚障害者が社会とのつながりを得る便利な道具パソコンを
使いこなす支援をするため設立されました。現在会員は58名です。利用者が 42名、ボラン
ティアが16名です。
思いやり会館の１階で毎週火、水、木、金曜日に勉強会を行っています。障害者のためにパ
ソコンやタブレット端末の利用方法を教えています。なお、年 4回の日曜勉強会もあります。
ありんこでは、障害に応じた支援を行っています。障害の程度は人それぞれです。その人に
合った方法を理解し支援しています。
また、各種の障害を持ちながらも学習を通じ、新しい仲間と出会い、触れ合い、助け合いな
がら活動を行っています。会員同士のつながりを大切にしています。年数回の誕生会、花見、
忘年会、日帰りバス旅行などのイベントを行っています。
「中途失明しましたが、70歳を過ぎてパソコンを習い、俳句の楽しみを取り戻しました。自
分の生きた証として句集を残せるのでうれしいです」（全盲の会員の声）
「私をありのままで受け入れ、仲間としてくれました。感謝しています」（肢体不自由な会員
の声）
最後に、長年障害者のために活動されている代表の松﨑
さんに聞きました。
「ありんこは、ともすれば引きこもりに陥りかねない障害
を持つ方達が、安心して集える場所、心のオアシスです。
興味を持たれた方は、一度見学にお出で下さい。お待ちし
ております。」


渡辺さんのマジックとの出会いは定年を間近に控え、退職後の生き甲斐を考えていた時だっ
たそうです。当時の中部マジック協会の会長と出会い、感銘を受け、マジックに実際に触れて
みることで、次第に生き甲斐となり、それから20年あまり、ボランティアでいろいろな場所を
めぐり、技を披露しながら頑張ってみえます。
渡辺さんがいつも心がけていることは、披露する相手が楽しんでもらうことを第一とし、そ
の為に、	相手に合わせたマジックを考えて披露することだそうです。例えば幼児には幼児に合っ
たマジックを、ご年配にはご年配に合ったマジックを考えるそう
で、より相手が楽しんでもらえるよう日々考え、努力している
そうです。
これからも、毎日が勉強なのだという思いでマジックを研究
し、研鑽することで、より多くの皆様に笑顔を届けられるよう
頑張っていきますと、力強いコメントをいただきました。これか
らもお体に気を付けて頑張って頂きたいと思います。


障害者のためにパソコンを活用


充実した第二の人生を生きる


～仲間の一人として助け合い～


第二の人生をマジック披露ボランティアで活躍している 渡辺 英房 さんを紹介します。


新たに iPad 勉強会を始める


生演奏に合わせてマジックを披露してい
ます。皆さん真剣に見つめていますね。
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福祉実践教室を開催しています
～いろいろな福祉体験をいかしてね～


社会福祉協議会では、市内の小・中・高等学校の中から社会福祉につい
て学び、各種事業に取り組んでいただく福祉推進校を指定しています。
今年度は６６校を指定し、そのうち小学校４０校、中学校２０校で車椅子、


手話、要約筆記、点字、視覚障害者ガイドヘルプ等の福祉実践教室が障
害者やボランティアの方のご協力により行われています。
今年度から、福祉実践教室を開催する全ての学校で全体講義を行いまし


た。全体講義では講師の方に、全員の前で普段の生活や、子ども達にお
願いしたいことなどをお話ししていただいています。


なぜ、今改めてこのような時間をとるようになったのか？それは障害者の
○○さんとしてではなく、同じ一宮市に住む○○さんとして、いろんな意見
や感じていることを、子ども達に伝えてもらう時間をとりたいと思ったから
です。
福祉実践教室では体験をしてもらうのも大事な要素ではありますが、福


祉は特別な人のためにあるのではなく、ふだんのくらしのしあわせとは何か、
みんな同じ一宮市に住んでいる個人個人として、これからの未来を担ってい
く子どもたちが、体験を通じて少しでも自分たちにできることは何かを感じ
取ってもらえる事を期待しています。


東日本大震災が発生して早４年が経過しようとしています。被災地では徐々にではありますが復興が始まっており、活
気づいてきた街も見受けられるようになりました。
一宮市社会福祉協議会では震災直後から方法を変えながらもずっと岩手県大船渡市を支援してきました。昨年からは「こ


どもボランティアスクール～親子で被災地交流～」として、市内の小学５、６年生とその保護者を対象に被災地の状況把
握と被災した児童との交流・絆づくりをするために２泊３日で被災地を訪れ、支援を行ってきました。
今回、大船渡市放課後児童クラブ「にこにこ浜っ子クラブ」を訪問した際は、名古屋弁講座をはじめ、外で走り回って遊び、


昼食には保護者が中心となって名古屋名物の「きしめん」やおやつには「小倉トースト」を作って食べたりして“絆”を
深めてきました。


隣町の陸前高田市を訪れ、ボ
ランティアガイドさんと一緒に
被災地を巡りました。


まだまだ復興はこれからです。皆様一人ひとりの思いが
復興を後押ししていきます。
今後とも被災地支援のためにご協力をお願い致します。
いつか花咲く時まで．．．。


こどもボランティアスクール
～親子で被災地交流～


こどもボランティアスクール
～親子で被災地交流～


・被災地の方は１分１秒を大切にしていた。（５年生）
・たくさんの笑顔と元気をもらった。（５年生）
・募金だけではなく、被災地のことを忘れないでいるこ


との大切さを感じた。（５年生）
・今回の経験を忘れず、数年後に復興の様子を見に行き


たい。（６年生）
・今回は行くことが目標だったけど、支援や交流を続け


ることが一番大切かなと感じた。（保護者）
・ 想像以上に復興が進んでいないことに驚いた。（保護者）
・被災地の方々に心を寄せるということの大切さを知る


ことができました。（保護者）


参加者からの声参加者からの声


今年は保護者のみ「陽だまりサ
ロン」を訪問し、仮設住宅で暮ら
す高齢者と、笑って歌って踊って
“絆”を深めました。
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ペットボトルキャップアートに挑戦しました☆
平成２６年１０月１８日（土）・１９日（日）に開催した、『第２６回みんな


と一緒に“福祉とボランティア活動展”』において、ペットボトルキャ
ップアートの制作を行いました。
「イベント開催の記念に来場者・関係者が一体となって１つの作
品を作り上げたい」との想いから始まった初めての取り組みでした
が、多くの方々にご参加いただき、キャップ6,272 個を使った素
敵な作品が出来上がりました。
現在は、尾張一宮駅前ビル４階の社会福祉協議会内に展示して


おりますので、ぜひ、お立ち寄りください。
また、収集を呼びかけて集まったキャップの総数は、なんと
245,531 個 !!
皆様の想いが詰まったキャップは、途上国にワクチンを届ける取


り組みに役立てていただきます。ご協力ありがとうございました。


☆表紙写真紹介☆
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親子


　いよいよ春！！女の子の健やかな成長を願うひな祭り。
今回は、市販のお菓子を使ったかわいいお雛様の作り方を紹介し
ます。家にお雛様がなくても、女の子がいなくても…。お菓子で
お雛様を作ってみてはどうでしょう？（日持ちしませんが…）女
の子も男の子も、みんな一緒に楽しくお雛様をお祝いしましょう。


　どら焼き2個は、そっと2枚にはずし
て、縁に生クリームをしぼり、挟みなお
します。（平らになるように）クリーム
チーズを挟んでも美味いわよ。 


　残りのどら焼きの生地も2枚にはず
し、あんこを取り除き、直径２㎝くらい
の型で５枚抜きます。
　１枚を扇型に切り、半分の厚さにし
ます。残りの４枚は、２枚づつ重ねて、
ぼんぼりの台にします。
　お内裏様の笏（しゃく）は、２㎝×５㎜
くらいに切って厚みを半分にして作り
ます。
 


　マシュマロに、棒状プレッツェルをさ
し、つまようじを使って、チョコレート
で、ゆっくり線を引きましょう。


　三色団子を、白と緑・白とピンクの2個づ
つに離し、上下から挟んで、しっかりつけて
おきます。つまようじを使って、チョコレート
で顔を描きます。髪は、スプーンの背を使う
と楽にできますよ。


　残りの三色団子を、写真のように３つに
包丁で切ります。両サイドは、袖に。残りの
真ん中の団子でお内裏様は、冠、お雛様は、
髪飾りを作っておきましょう。
　胴体部分に袖を、顔に冠・髪飾りを付け、
笏（しゃく）や扇を持たせます。写真の真ん
中部分の団子は残ります。


三色団子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2本
どらやき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３個


（又は、ホットケーキ5枚とあんこ）
生クリーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量


チョコレート・・・・・・・・・・・・・・・・・・３かけ
（レンジで柔らかくしておく）
マシュマロ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２個
棒状のプレッツェル・・・・・・・・・・・・・２本


材　料材　料


作り方ポイント作り方ポイント


全てを組み立てて出来上がり。
残った団子と、どら焼きも、味見として
残さず食べてね。


ふれあいクッキン
グ


ふれあいクッキン
グ
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一宮市社会福祉協議会では、児童養護施設の入所児童が心
身ともに穏やかに成長するための一環として、児童が一般家
庭で生活体験をする「家庭体験ボランティア事業」を実施し
ています。この事業は、1週間程度施設の児童と共に生活し
ていただき、児童に施設での日常生活とは異なる体験をして
もらうものです。
実施期間は、５月のゴールデンウィーク、お盆、年末年始
の年３回です。ボランティアさんとしてご協力いただける方
は尾西支部（℡６３－４８００）までお尋ねください。


会　　場	 一宮市社会福祉協議会　大和事務所　他
対　　象	 市内在住・在勤でボランティアを始めたい方
	 全日程出席できる方
定　　員	 ２０名（先着順）
受	講	料	 無料（ボランティア保険代として 150円）
申し込み	 ２月２日（月）午前９時から２月１６日（月）
	 午後５時までに電話で本部（℡８５－７０２４）


家庭体験ボランティアさん募集！！


視覚障害者の外出を支援する


視覚障害者ガイドヘルプ講習会
日　　時 ３月９日（月）　午前10時～午後３時
会　　場 一宮市社会福祉協議会　本部


対　　象 市内在住・在勤で、視覚障害者福祉に関心があり 
ボランティア活動を始めたい方


内　　容 ガイドヘルプについての講義、実技、屋外体験学習など
定　　員 ２０名（先着順）
受 講 料 無料（実習用昼食・バス・電車代は各自）


申し込み ２月３日（火）午前９時から電話で本部 
（℡ ８５－７０２４）


※駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用下さい。


一から学ぶボランティア基礎講座
２月２７日（金） 
午後1時30分～3時30分


「ボランティアを始めよう」 
「ＮＰＯとボランティア」


３月２日～１９日 
※この期間で１回 ボランティア体験をしてみよう①


３月８日（日） ボランティア体験をしてみよう② 
いずみまつりのお手伝い


３月２０日（金） 
午後1時30分～3時30分 ボランティア体験報告・相談会


受講者募集！！


あなたも 
ボランティア活動


始めてみませんか？








写真による写真による


事業報告事業報告


本紙は目の不自由な方のために音声版・点字版広報も発行しております｡ご希望の方は本部まで
ホームページ　http://www.138sk.org


木曽川支部
〒493-0001	 一宮市木曽川町黒田字西沼51番地
	 	 （一宮市高齢者生きがいセンター内）
総務課　木曽川支部グループ
TEL	〈0586〉87−2000
FAX	〈0586〉86−0309


尾西支部
〒494-8601	 一宮市東五城字備前12番地
	 	 （一宮市尾西庁舎東館4階）
総務課　尾西支部グループ
TEL	〈0586〉63−4800
FAX	〈0586〉61−2970
介護事業課
TEL	〈0586〉85−9961	
TEL	〈0586〉85−9962	（ケアマネジャー）
TEL	〈0586〉85−9963	（ヘルパー）
TEL	〈0586〉62−8678	（障害者相談支援）
FAX	〈0586〉63−4802	（共通）


大和事務所
〒491-0847　一宮市大和町宮地花池字中道9番地16


社会福祉法人  一宮市社会福祉協議会


〒491-0858	 一宮市栄3丁目1番2号
	 	 （尾張一宮駅前ビル4階）
総務課　総務管理グループ・地域福祉グループ
TEL	〈0586〉85−7024
FAX	〈0586〉85−7025


本部


昨年 11 月 17 日に初めて開催した「地域福祉を考えるシンポジウム」。 
さて何名の来場者があったでしょうか？
抽選で 5 名の方に図書カード（500 円分）をプレゼントします！
①クイズの答え　②本紙に対するご意見・ご感想　③住所　④氏名　⑤年齢　を明記の上、 
ハガキにてご応募ください。【２月 27 日（金）必着】
〒 491 ー 0858　一宮市栄 3 丁目 1 番 2 号 尾張一宮駅前ビル 4 階（一宮市社会福祉協議会内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「いちのみやの社会福祉」編集係　あて


ふれあい・いきいきサロンリーダー養成研修会


西尾張ブロックボランティアフェスティバル（飛島村） 高齢者疑似体験インストラクター養成講座学校募金（奥中学校）


平成 29年度は
一宮市で開催
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書道の部　入賞者一覧 ポスターの部　入賞者一覧


多数のご応募ありがとうございました


平成 26 年度
赤い羽根協賛児童生徒作品コンクール
「国民たすけあい共同募金運動」の健全な推進を図るため、児童生徒の皆さんにも「たすけあい」
の理解と認識を高めていただくようにとの趣旨から、書道・ポスターの作品募集をしたところ、
書道の部 9,281 点、ポスターの部 4,333 点の応募がありました。本会の審査会において下記の
通り入賞者を選出いたしました。（敬称略）


学校名 学年 氏　　名


１ 位


千 秋 東 小 1 亀 山　 結 愛


木曽川西小 3 葛 谷　 優 樹


神 山 小 4 豊島　まりん


開 明 小 5 石 川　 芽 依


葉 栗 小 6 松 葉　 千 咲


木 曽 川 中 1 彌 中　 鷹 志


北 方 中 2 唐 澤　 咲 江


２ 位


神 山 小 1 村橋　ひかる


中 島 小 1 太 田　 七 颯


丹 陽 南 小 2 南 条　 光 輝


木曽川東小 2 馬 場　 泰 佑


萩 原 小 3 市 川　 結 斗


朝 日 東 小 3 今井　陽茉理


中 島 小 4 鵜 飼　 侑 奈


千 秋 小 4 眞 野　 寛 大


開 明 小 5 栗 原　 心 瑠


木曽川西小 5 遠山　恵理子


奥 小 6 縄 本　 蘭 奈


中 島 小 6 土 屋　 瑠 花


千 秋 東 小 6 村 本　 彩 乃


尾西第二中 1 西 村　 大 輝


尾西第二中 1 池 山　 翔 悟


木 曽 川 中 2 林　 志 穂


木 曽 川 中 2 菱 川　 凜


北 部 中 3 前 田　 奈 穂


奥 中 3 縄 本　 愛 茄


木 曽 川 中 3 藤 原　 心 優


学校名 学年 氏　　名


３ 位


浅 野 小 1 三浦　つくし


富 士 小 1 吉 田　 乃 愛


三 条 小 1 中 村　 亮 太


丹 陽 西 小 2 髙 石　 啓 人


萩 原 小 2 横 倉　 好 華


葉 栗 北 小 2 牧 野　 芽 依


起 小 2 國 島　 千 聖


貴 船 小 3 嶋 田　 小 夏


向 山 小 3 中 島　 里 帆


大 和 西 小 3 山 口　 恵 礼


開 明 小 3 五太子　茉央


北 方 小 4 梶浦　ひなの


奥 小 4 堀 内　 咲 良


大 徳 小 4 今枝　真結子


木曽川東小 4 鵜 飼　 彩 生


木曽川東小 4 助 森　 真 緒


奥 小 5 上 川　 花


大 徳 小 5 岩 本　 明 実


木曽川東小 5 田 中　 利 幸


貴 船 小 6 佐 野　 翔 騎


向 山 小 6 遠 矢　 安 佑


朝 日 東 小 6 加 藤　 泉 水


朝 日 東 小 6 加藤　こなつ


中 部 中 1 大 橋　 香 帆


大 和 中 1 森　 彩 花


尾西第一中 2 髙 嶋　 結 衣


尾西第二中 2 日比野　有紗


木 曽 川 中 2 那 須　 響


北 部 中 3 増 富　 寧 々


大 和 中 3 赤 塚　 涼 乃


学校名 学年 氏　　名


１ 位


千 秋 南 小 4 本 田　 新 菜


木曽川西小 6 秋 好　 舞 弥


黒 田 小 6 小 倉　 愛 里


浅 井 中 2 玉 木　 彩 愛


中 部 中 3 平 野　 良 実


中 部 中 3 青木　紗弥果


西 成 中 3 日 置　 真 帆


２ 位


西 成 小 4 倉 知　 寛


丹 陽 小 4 丸 山　 樹 沙


浅 井 南 小 4 内 田　 百 香


千 秋 南 小 4 藤 原　 真 優


貴 船 小 5 森　 颯 人


丹 陽 西 小 5 中 根　 理 緒


丹 陽 南 小 5 服 田　 早 永


千 秋 南 小 5 山 﨑　 夢 可


葉 栗 小 6 足 立　 頼 哉


瀬 部 小 6 坂井田　瑠音


丹 陽 小 6 地 口　 真 綾


丹 陽 中 1 中 根　 萌 瑛


浅 井 中 1 石 原　 鈴 乃


萩 原 中 1 田 中　 美 帆


中 部 中 2 肥 田 野　 愛


南 部 中 2 戸 松　 沙 野


中 部 中 3 伊 藤　 真 歩


今 伊 勢 中 3 佐藤　みなみ


西成東部中 3 社 本　 海 帆


尾西第三中 3 吉 田　 結 子


学校名 学年 氏　　名


３ 位


中 島 小 3 山 本　 聖 直


起 小 3 藤 村　 真 央


三 条 小 3 糸 永　 瑠 莉


宮 西 小 4 古 谷　 優 花


宮 西 小 4 小 松　 美 子


葉 栗 小 4 小 島　 康 暉


葉 栗 小 4 戸松　虎大朗


黒 田 小 4 市橋　菜々子


丹 陽 南 小 5 岡　 香 澄


浅 井 南 小 5 鈴 川　 晶 太


萩 原 小 5 中 村　 遥 香


大 和 南 小 5 林　 勇 輝


開 明 小 5 寺 澤　 七 望


瀬 部 小 6 吉 田　 晴 香


千 秋 南 小 6 柴 田　 真 希


葉 栗 北 小 6 樫 原　 萌


中 部 中 1 井 上　 愛 梨


丹 陽 中 1 苅 谷　 詩 織


今 伊 勢 中 1 則 武　 由 佳


今 伊 勢 中 1 伊 藤　 羅 美


千 秋 中 1 山 﨑　 美 音


葉 栗 中 2 村 瀬　 帆 南


西 成 中 2 木 原　 利 奈


浅 井 中 2 山 崎　 風 香


今 伊 勢 中 2 石原　千恵子


奥 中 2 中 林　 風 歌


木 曽 川 中 2 村 上　 佳 澄


中 部 中 3 平山　明日瑠


西 成 中 3 纐纈　千寿佳


西 成 中 3 森　 み か 菜
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（円）


（12月19日現在）


皆様からお寄せいただいた募金は、地域福祉の充実のために役立てられます。
一宮市共同募金委員会


種別募金額
募　金　種　別 目標額 募金額 達成率
戸 別 募 金 32,800,000 29,892,062 91.1%
法 人 募 金 9,340,000 8,913,891 95.4%
学 校 募 金 1,600,000 1,324,725 82.8%
街 頭 募 金 700,000 416,107 59.4%
職 域 募 金 400,000 289,438 72.4%
そ の 他 60,000 254,553 424.3%
合 　 　 計 44,900,000 41,090,776 91.5%


平成 26 年度 赤い羽根共同募金運動実績


特 
賞


書
道
の
部


ポ
ス
タ
ー
の
部


千秋南小学校3年	尾関琴音


木曽川西小学校2年	那須　湊 奥小学校5年	髙橋実歩 尾西第三中学校3年	森本莉子


浅野小学校5年	池山史華 西成中学校2年	平川歩実


地域福祉のために温かいご協力ありがとうございました


書道の部	 銀賞：	千秋南小		 ３年	 尾		関　琴		音	さん
ポスターの部	 金賞：	木曽川中		 １年	 彌		中　鷹		志	さん
	 銀賞：	木曽川西小		３年	 葛		谷　優		樹	さん
	 銀賞：	神山小	 ４年	 豊		島　まりん	さん
	 銀賞：	開明小		 ５年	 石		川　芽		依	さん


愛知県共同募金会 入賞者


おめでとう
ございます!!





		03009

		03008






トピックストピックス


発行　社会福祉法人　一宮市社会福祉協議会


（6月・10月・2月発行）


2月号No.30
2 0 1 5


社会福祉大会等表彰者紹介
社会福祉協議会の訪問活動
地域福祉を考えるシンポジウム
ボランティア紹介リレー
実践教室・養成講座のご案内
赤い羽根作品コンクール
障害者相談支援センターだより
まちかど情報局


福祉とボランティア活動展


ペットボトルキャップアート（約縦 2m、横 4m）
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障害のある方には、一見障害があることが分か
りにくかったり、「困っている」ことを自分から
伝えられなかったり、そもそも「困っている」こ
とに気づけない人がいます。
一方で、地域の人からは「どう支援したらよい
かわからない」という声があります。
このカードは、障害のある方が携帯し、災害や
緊急、日常の場面で困った時に、周囲の人に支
援を求めるきっかけをつくるカードです。


身体、知的、精神などに障害のある方 ( 難病
等を含む )。障害者手帳の有無は問いません。
その他、災害時等にヘルプカードを必要とす
る方。


本人の基本情報、緊急連絡先、医療情報、
必要な支援、配慮など。


●災害のとき
・災害が発生し避難が必要なとき
・避難生活で適切な支援を受けた
いとき


●緊急のとき
・発作や具合が悪くなったとき
・パニックになったとき
・道に迷ってしまったとき
・事故で交通機関がとまったとき


●まずは、「どうしましたか」と声をかけて下さい。
●ゆっくりと具体的に、相手に伝わっているか確認しなが
ら話をしてください。
●「ヘルプカード」をもっていたら、カードに書かれた内
容を確認して支援してください。
●緊急連絡先に連絡をお願いします。


☞ヘルプカードに関する問合せ先
一宮市障害者基幹相談支援センター　（℡ 26-2230）


●日常的に
・ちょっとした手助けが必要なとき
・事業所の外出行事のとき


一宮市ホームページ内、福祉こども部→福祉課
ページよりダウンロードしてご利用ください。


一宮市障害者自立支援協議会


障害者相談支援センターだより


を作成しました！ヘルプカード


 ヘルプカードとは？


 利用の対象となる方


 障害のある人が困っていたら？


 どんな内容？


 利用方法


 こんな時、役に立ちます


ヘルプカードには重要な個人情報も含まれています。
個人の責任において取り扱いや紛失などには十分ご注意ください。


あなたのちょっとした手助けが障害のある方の安心につながります
ご理解とご協力をお願いします


〈実物大〉
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市民の皆様
による会費
のご協力 各地域の推進


活動の貴重な
財源として還元


誰もが、いつま
でも、安心して
暮らせるまちに


児童福祉
活動


老人福祉
活動


障害福祉
活動


福祉教育
活動


防犯・防災
活動


要援護者
支援活動


見守り
活動


団体育成・
強化活動


地域振興
活動 などなど


◆平成 26年 10月 21日、愛知県体育館において開催され、一宮市からは次の方々が表彰されま
した。（敬称略・順不同）


◎愛知県社会福祉協議会会長表彰
　・民生委員・児童委員
　　森　　せつ子　／多田　真理子
　・その他、社会福祉事業の進展に寄与した者
　　どんぐりの会
◎愛知県共同募金会会長表彰
　・奉仕功労者
　　堀田　日支夫　／浅野　　進　
　　不破　　　宏　／鈴木　康子　／壬生　照子


◆平成26年11月21日、日比谷公会堂において開催され、一宮市からは次の方々が表彰されました。
（敬称略・順不同）
◎全国社会福祉協議会会長表彰
　・民生委員児童委員功労者	 ・永年勤続功労者	 ・社会福祉施設功労者
　　五 　和夫	 		尾関　種雄　／小林　龍美	 　榊　　佳惠　／社本　久美子


「朗読グループききょう」吉山清子さんおめでとうございます！
平成 26年 9月 12 日、名古屋マリオットアソシアホテルにおいて公


益財団法人鉄道弘済会・社会福祉法人日本盲人福祉委員会の主催による
表彰式が行われました。一宮市からは「朗読グループききょう」の会員
吉山清子さんが、視覚障害者への貢献・功績に対し、感謝状と記念品の
贈呈を受けました。なんと録音活動を始めて 13年、総録音時間は 414
時間にも及ぶそうです。
長年の功績に感謝申し上げるとともに今後更なるご活躍を期待いたし


ます。大変おめでとうございました。


第 44 回 朗読録音奉仕者感謝の集い


第62回愛知県社会福祉大会の様子


おめでとうございますおめでとうございます


平成 26 年度 全国社会福祉大会


第 62 回 愛知県社会福祉大会


一宮市社会福祉協議会では、「安心して・住みやすいまち・いちのみや」を目指して、市民の皆様
にも様々な形でご参加いただき、一緒に考えながら、地域福祉の推進に取り組んでいます。


市民の皆様方に参加いただく１つの手段として、社会福祉協議会では会員（会費）制度を設けて
います。ご協力いただきました会費は、貴重な財源として各地域の福祉推進のために還元され、有効
に活用されております。


平成 27 年度会費は町内会等を通じて、随時、依頼
をさせていただきますので、ぜひ地域福祉の推進にご
協力をよろしくお願いいたします !!


一般会員 １口 ５００円
法人会員 １口 １，０００円


ご協力よろしくお願いいたします
平成27年度　一宮市社会福祉協議会会費
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どんな人が利用できるの？


制度の概要


基本事項


　日常生活に不安を抱えている認知症高齢者、知的障害者、精神障害者などで、自
分ひとりで契約などの判断をすることが不安な方や、お金の出し入れ・書類の管理
などをするのに不安のある方


低所得世帯・障害者世帯または高齢者世帯で他の資金の借入れが困難な世帯に対し、必要に
応じた資金貸付を行うとともに、その世帯が経済的な自立等の安定した生活が送れるようにす
ることを目的に都道府県社協・市町村社協・民生委員が連携して行う福祉の貸付制度です。


※貸付の条件や貸付資金の種類などの詳細については、本部 (℡ 85-7024) へお問い合わせ下さい。


この制度は、ご本人及びその世帯が経済的に自立した生活を送っていただくことを基本とし、
そのうえでなお不足する生活費を資金面と経済的自立に向けた相談に応じることで支援してい
ます。また、貸付を行うにあたっては返済していただく必要があることから、一定の条件を満
たしている必要があります。さらに、この制度では生活福祉資金の貸付による経済的な援助に
あわせて、地域の民生委員が資金を借り受けた世帯の安定した生活を取り戻すためにさまざま
なお手伝いをしています。
なお、負債の返済のための借入れや、借入れ後の返済できるあてがない場合については基本


的に貸付の対象とはなりません。ご相談内容によっては、手続きに時間がかかる場合がありま
す。


○福祉サービスの利用に関する相談・情報提供
○福祉サービスの利用料の支払い手続き
○福祉サービスに関する苦情解決制度の利用手続き


○銀行の貸金庫等で通帳や印鑑、証書などの	
大切な書類を保管します。


	〈預かることのできるもの〉
　預貯金通帳、銀行届出印、実印、証書等
	〈預かることのできないもの〉
　宝石、骨董品、貴金属など


○年金や福祉手当の受領に必要な手続き
○病院への医療費、税金、社会保険料、
各種公共料金等への支払い手続き


○生活費に必要な預貯金の出し入れ、	
また預金の解約の手続き


どんな援助をしてくれるの？


利用料はいくらかかるの？


ご相談・問合せ　本部（ ℡ 85 −７０２４）　※ プライバシーに配慮し秘密は厳守します


日常生活自立支援事業って何？


【生活福祉資金貸付制度】


認知症高齢者や知的・精神障害者の方々のために
安心して暮らせるお手伝いをします。


★福祉サービスの利用援助


★日常的金銭管理サービス ★書類等の預かりサービス


※預かりサービスのみの利用はできません


　援　助　内　容 利　用　料
●福祉サービスの利用援助
●日常的金銭管理サービス 1回　1,200 円　生活保護受給者は無料


●書類等の預かりサービス 月額　　250円（年間 3,000 円）








3 2015（平成27年）2月　いちのみやの社会福祉


平成２６年８月１日～平成２６年１１月３０日現在 （敬称略・50音順）


合計　2,581,127円


善意のご寄付ありがとうございました


社会福祉協議会の訪問活動


愛知県立起工業高校　機械科　機械研究部 株式会社壱番屋　ボランティア委員会
愛知西農業協同組合 西尾張建設共同組合
あぐりの森　アグリホール一宮西 尾西信用金庫
一宮市ボランティアセンター登録ボランティアグループ 向山連区盆踊り実行委員会
一般社団法人　中部シニア活性化機構 楽喜魂（ラッキーソウル）
エス・ビー建材株式会社 匿名１１件
尾張中小企業協会


社会福祉協議会では、関係機関のご協力をいただきながら、訪問活動を展開しています。


毎年秋に、市役所高年福祉課と合同で、数え
100 歳以上の方を訪問し、祝品の贈呈を行っ
ています。


介護サービスを全く利用せずに生活してい
る方、現役で畑仕事をしている方もお見えに
なり、驚かされるとともに、元気をいただけ
ます。


寒さが増す毎年 12 月、満 70 歳以上のひと
り暮らし高齢者を対象に、安否確認を兼ねて、
歳末訪問を行っています。


民生児童委員の皆様方にご協力いただき、体
の具合などをお伺いしながら、継続した見守
り活動を展開しています。


12 月に、市内の福祉施設へクリスマス訪問
を行っています。商品券やお菓子の詰合せを
プレゼントして、楽しいクリスマスを過ごし
ていただくためのお手伝いをしています。


お菓子の詰合せは、ボリュームたっぷりで大
人気でした。


お正月の楽しみといえばお年玉！事情によ
り家族と離れて市内の児童養護施設で生活し
ている子ども達へ毎年、お年玉を届けていま
す。子ども達の喜ぶ姿にふれると、心温かく
なります。お年玉で何を買うのでしょう。


長寿お祝い訪問 ひとり暮らし高齢者歳末訪問


クリスマス訪問 児童養護施設訪問
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Ｑ．内割田支援グループ資源回収お助け隊とは？
　毎月第２月曜日資源回収日の前日に、１人暮らしの高齢者や
赤ちゃんを育てている方など遠い集積場所まで行けない方を対
象に回収を行っています。


Ｑ．発足のきっかけとは？
　去年、資源回収の立会いをしている中で、自分の地域の高
齢者の方が遠くから持ってきているのを見て、大変さが良く分
かりました。また、持参できない人が、たくさんいることにも
改めて気づき、何かできないかと思いました。


Ｑ．活動していく中で感じたことは？
・利用者の方や会員同士でも話すことで、地域の中でコミュニケーションが広がったことが良かった  
  と思います。
・平成２６年６月に地域の方に声かけを行い、７月から初めて活動を行っていますが、活動を始めるに
  あたって民生委員の方と１人暮らしの方の訪問を行い、町内コミュニティや回収資源に対する課題
  が見えてきた事は大きな成果でした。
・活動を継続するにあたって、若い方が参加して下さることが心強いです。
・手作りのオレンジ色の横断幕とリヤカーをひいていくことで、このような活動があるというＰＲに
  なり、町内の方に安心してもらえると思います。


Ｑ．いま困っていることは？
　現在、リヤカーをご厚意で貸して頂いていますが、だんだんと老朽化してきますので、お譲りい
ただける方がおられましたら、ご連絡いただければと思います。（木曽川支部　℡ 87－2000）


まちかど情報局まちかど情報局 内割田支援グループ
資源回収お助け隊


大きなサクラの木がある公園の春は、お花見でにぎやか。日曜日の朝、ハル
トは花見のゴミをかたづけているミキとおばあさんに会います。「人の出したゴ
ミをかたづけるの？」と不思議がるハルトにおばあさんは、「人がサクラを見てい
るだけじゃなく、サクラも人を見ていると思う」と答えます。その言葉でハルト
もそうじを手伝い始め……。
美しい描写とともに、自然を大切にする子供達の姿と、それを見守る大人の


姿が印象的で、年齢を問わずに気持ちが温かくなる絵本です。
もうすぐお花見シーズン到来。ぜひお子さんと一緒に読んでみてください。


おはなみおすすめふくしの本


　今回は、困りごとに対する地域発信の活動として新聞でも紹介された
「内割田支援グループ資源回収お助け隊」（木曽川町）からお話を伺いました。


活動の様子


くすのき しげのり/ 作　まるやま しげこ / 絵
あかね書房


　代表の篤永さんは、常に「カ（感動）キ（興味）ク（工夫）ケ（健
康）コ（向学心）」の実践をしているそうです。地域の中で自分
ができる事は何か、そして続けることの大変さや大切さをよく
理解して活動をされているのだと思いました。自分が住んでい
る地域にどんな方がいるのか（顔が見える）地域づくりの１つの
形ではないかと思います。
今後の活動に注目していきたいと思います。
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地域福祉を考えるシンポジウム地域福祉を考えるシンポジウム


【左側写真の右から】杉山勝治氏（神山支会長）、北川登氏（朝日支会長）、小平明美氏（木曽川町支会評議員）、丹菊
佳代氏（ボランティアセンター運営委員長）の4人から地域における活動発表をしていただきました。「サロン活動」


「七夕飾り」「清掃活動」「募金」「福祉講演会」「広報紙の発行」「ボランティア活動」「ボランティアセンターの活動」等の
取り組み事例をお話しいただき、横のつながりや地域の活性化をしていかなくてはならないとの発表がありました。
【右側写真の左から】コメンテ－ターの近藤太康氏（民生児童委員会長連絡協議会副会長）、江口英機氏（西成連区


地域づくり協議会会長）、滝藤京子氏（市役所福祉こども部）、小川一典（社会福祉協議会事務局長）から「それぞれの
地域に合った活動が大事」「無縁社会の根絶」「予防に取り組む必要性」「地域やボランティアを含め総括的につなぐ事
が大事」とコメントをいただきました。


原田教授のまとめ
地域福祉は、一朝一夕にはできない。長い時間取り組んで、ようやく一歩前に出るもの。ここで取り組む
か否かで５年、１０年先に地域差がでてくる。今日は最初の一歩。皆様からのご意見を地域へ持ち帰って、
ぜひ“作戦会議”を開いていただきたい。


超高齢社会の進展、核家族化また地域の絆が低下する中で新たな福祉課題が生じている。それに
対応するためには行政や社会福祉協議会などの公的支援を中心としながらも、地域社会全体での支
え合い活動の取り組みを進めることが必要であり、当協議会としても「安心して・住みやすいまち・いち
のみや」を目指して関係機関と連携しながら事業展開をしていきたいとの話がありました。


　主な内容は、
①２０２５年問題。１０年後には７５歳から７７歳の方が増加。また、６５歳以上


の２割の方が要介護となる。あとの８割の方は、※健康寿命をどう延ばし
ていくか。これからの地域福祉は「予防に力を入れていく時代」


 
②要支援1・2に認定された方は、これまで介護保険の中でサービスを受けてきたが、今後は在宅のまま、地域で生活


ができるようにというのが今回の改正介護保険。中学校単位（一宮市では連区単位）で地域包括ケアシステムを作
り上げていくことが必要。このシステムは、生活上の安全・安心・健康を確保するために、医療や介護の他、福祉サー
ビスを含めた様々な生活支援サービスが日常暮らす場で適切に提供できるような地域における体制のこと。施設
入所できるのは、原則要介護3以上の方となるため、例えば、一人暮らしで認知症（要介護2）の方を地域で支えられ
るかどうか。


③右上三角図一番下の「環境醸成」の意味は、住民の福祉に対する意識のことで、これはお金をかけてもすぐに高め
ることができない。地域福祉は総合性をもっており、ご近所の目や偏見といった障壁を取り払いながら三角形の土
台となる「環境醸成」をしっかり築いていくことで、安定的な「直接対人援助サービス」「ケアマネジメント」の確保、さ
らには提供につながっていく。


今回のシンポジウムで改めて地域の特色を発見し、来場者の皆様と共有することができたことは、
今後の一宮の福祉をより高める上で大きなステップとなりました。 


◆会長あいさつ


◆基調講演 日本福祉大学 原田正樹教授


以上、地域福祉について、わかり易くお話をしていただきました。


◆パネルディスカッション（要旨）


昨年、１１月１７日に尾西庁舎６階大ホールにて、「地域福祉を考えるシンポジウム」を開催し
２１８名の皆様にご来場いただきました。


※健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。 
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福祉移送サービスってなぁに？


　 福祉有償運送事業 介護タクシー


対象者 高齢者、身体・知的・精神障害者など、単独での移動が困難な方。


運賃 営利にならない範囲内で設定される。比
較的低額で利用できる。


運輸局で定められた範囲内の運賃。メーター
の設置や時間単位での設定など、事業所に
よりさまざまである。


利用方法
各事業所で利用者登録の申し込みをする。
申し込み後、市町村の協議会で認可され
れば利用することができる。


利用者登録等は不要だが、事前に電話予約
が必要となる。


行き先


特に決まりはないが、事業所により、病
院や市役所への送迎のみ等に限定されて
いる場合もある。発着地のいずれかは事
業所の登録地区である必要がある。


娯楽や観光を目的とした利用が可能。買い
物やお墓参りなど利用者の行きたい場所へ
連れて行ってもらえる。(※介護事業所が介
護保険を使ってサービスを行った場合、送
迎に限定される場合もある。)


使用車輌 福祉車輌 (体の不自由な方が乗降しやすいよう設備が整えられた車 )が使用される。
一般の乗用車を使用している所もある。


若手職員調べ隊若手職員調べ隊


高齢者の皆さんや障害のある方にとって、外出時の移動手段は悩みの種になりがちですね。そこで、
公共交通機関の利用が困難な方々の助けとなる、福祉移送サービスについて調べてみました。ここで
は代表的な、福祉有償運送事業と介護タクシーの二つをご紹介します。
●福祉有償運送事業とは
　NPO法人や医療法人などの非営利法人が、営利と認められない範囲の価格に
よって、自家用自動車を使用して行う個別輸送サービスのこと。	
「移送サービス」と呼ばれることが多い。
●介護タクシーとは
　非営利法人のほか、株式会社などの営利法人も運営主体となる。一般のタク
シーと異なり、単独での移動が困難な人に対象を限定しているタクシーのこと。


今回、取材を行ってみて・・・
　自分ひとりでは移動が困難な方に対して、声掛け
や少しの手助けが、利用される方の安心につながっ
ていることがわかりました。このようなサービスが
周知され、必要とする人の利用につながれば、地域
での生活がより住みやすいものになると感じました。


●ボランティア活動に取り組みながら、福祉有償運送事業も行っておられる、「特定非営利活動法人
一宮VGLの会」の皆さんにお話を伺いました。
Q.　送迎の流れを教えてください。
A.　ケアマネさんやヘルパーさんと、利用者の方とで翌月の送迎の日程をあらかじめ決めていただき、


事前に申し込んでいただきます。当日、決められた時間に自宅へ伺い、病院までお送りします。
病院での受診中、運転手は基本的に一旦帰ります。受診が終わったら利用者の方から連絡をい
ただき、お迎えに行くという流れになります。


Q.　どのような方が運転手として活動されていますか。
A.　普通免許以外特に資格は必要ありませんが、福祉有償運送安全運転講習を受講した、ボランティ


アの方が運転手となって活動しています。　
Q.　送迎する中で、気を付けていることは何ですか。
A.　安全運転を第一に考えて送迎しています。また、利用者さんの安全のために、車から乗降する際


の見守りや、多少の手助けを行っています。乗降時に、車いすに乗せる等の介助が必要な方や、
受診に付き添いが必要な方は運転手の対応ができないので、ヘルパーさんが同行する方もいら
っしゃいます。


各サービスの特徴は、以下の通りです。


福祉車輌の一例


白井星原 岩田





